
第１章 計画の基本事項【P1～P6】

「安曇野市地下水資源強化・活用指針（H24.8）」で示した方向性を具体化するための道筋を示し、取組の全体像
を整理する必要から「安曇野市水環境基本計画（マスタープラン）」を策定します（以下「本計画」といいます。）。

計画の目的１

計画の位置付けと役割２

本計画は「安曇野市総合計画」に示される将来都市像や基本目標を、水環境部門において実現します。

計画が対象とする期間３

各主体の役割４

本計画は平成29年度から令和８年
度までの10年間を計画期間とします。

また、本計画と両輪として、短期
的・重点的に取り組む施策を位置付
ける行動計画（アクションプラン）は
5年間とします。

それぞれ、中間年次と目標年次に
見直しを行います（右図）。

市民･事業者･安曇野市は本計画の
目的を共有し、それぞれの役割に基
づいて主体的に取り組みます（右
図）。

安曇野市

事業者

市 民

○国及び他の地方公共
団体との連携を図り
ます。

○市民・事業者の取組
を支援し、地下水マ
ネジメント（地下水
ガバナンス）を実施
します。

○地下水の保全・強
化・活用に資する施
策を策定・実施しま
す。

○国・県・市による水環境に関する施策
に積極的に協力します。

○水を適正に利用し、健全な水環境への
配慮に努め、水環境について主体的な
評価・活動を行います。

【地下水採取者】
○「地下から取った水は、取った分だけ

地下へ還す」活動を実践します。

○一人ひとりが健全な
水循環を守り、育て
るために、できるこ
とから主体的に始め
ます。

○国・県・市による水
環境に関する施策に
積極的に協力します。

第３章 安曇野市が目指す将来像【P61～P66】

(１)水資源の保全・強化・活用施策の目標

計画のコンセプトは以下のとおりとし、目指す将来像に向けて、着実な歩みを進めます。

水収支

バランスの

改善保全・強化
・活用 段階的な展開

流域連携 地域参画保全の単目的で
はなく、水環境
保全と地域活動
の好循環化を図
る

できることから
着実に達成し、
継続することを
重視する

安曇野市が主体的
に取り組み、将来
の流域連携に展開
する

地域全体の主体的
な参画を促し、
行政管理から協働
型統治に移行する

施策検討に際しての基本的な考え方１ 施策の目標設定２

(２)施策の実現に向けた環境づくりの目標

第４章 目指す将来像に向けた基本的な考え方【P67～P72】

「地下から取った水は、取った分だけ地下に還す」
を基本的な行動規範とし、人為的な涵養の取組量とし
て、以下の目標達成を目指します。

下図に示す４つの視点から施策を検討し、実施します。

施策実現に向けた環境として「水使用量の可視化」
や「地域参加の合意形成・意識啓発」などを進め、以
下の目標達成を目指します。

第５章 施策の体系【P73～P96】 第６章 計画の推進【P97～P100】

安曇野市の地下水を取り巻く現状と本計画のコンセプ
トを念頭に６つの個別目標を設定し、その達成に向け、
以下に示す６つの施策※4を柱として取り組みます。

「PDCAサイクル」を基本に計画の管理を行います。
【Check:施策の評価】は以下の2段階で行います。

水環境基本計画に位置付けられる各施策の評価と
見直しの流れは下図のとおりです。

※4 施策の具体的な内容は「水環境行動計画（アクションプラン）」をご確認ください

～古（いにしえ）から、水とともにある“あづみの“の現在（いま）と未来（これから）～

『水は、次世代からの預かりもの』

裏面に続きます

地下水は市民共有の財産であり、将来にわたり地域全体で取り組む意識を共有する①

② リスクの未然回避を原則とする予防対策型の計画として持続可能な水環境を形成する

③ 水資源を将来にわたって有効に活用するための保全・強化施策を位置付ける

■個別評価：毎年、年次報告時に事務局が対応する簡易な評価。

・基本計画（マスタープラン）においては、全体目標である水収支改善の指標として涵養

量を確認する。

・行動計画（アクションプラン）においては、個別施策の進捗状況・目標の達成度を整理

する。

■全体評価：中間年及び最終年に「安曇野市水環境審議会」が実施する。

・計画の目的に沿った取組が推進されているか等、全体最適の視点から評価を行う。

・全体評価のために必要な調査（地下水賦存量の把握のための一斉測水等）について、

計画的に実施する。

R８年度の人為的な地下水涵養量：年間300万ｍ3

流域マネジメントと地域経済の好循環サイクルの構築

本計画に基づいて、水環境に関わる様々な取組に、市民・事業者・行政等のすべての人々がそれぞれの立場から

主体的に関わることで、安曇野市の地下水資源が、将来的にも健全な状態を維持し、安定的に活用され、安曇野市の
地域活動が持続的なものとなることを目指します。

また、「安曇野市環境基本
計画」に示される各種の取組
を水環境の側面から推進して
いくための計画として位置付
けられ、右の役割を担います。
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施策１：水を貯める・育てる施策

目標：地下水の減少傾向を食い止め強化して次世代に引き継ぐ

施策２：水を上手に使う施策

目標：限りある地下水を適正に活用しながら次世代に引き継ぐ

施策３：水を清らかなまま維持する施策

目標：地下水を良質な水質のまま保全して次世代に引き継ぐ

施策４：水を大切に誇りに思える施策

目標：地下水を安曇野の大切な資源と理解して次世代に引き継ぐ

施策５：地下水保全・強化・活用を支援する
社会システムの構築

目標：取組を円滑に進めるための環境をつくる

施策６：推進のための体制づくり

目標：持続的な取組とするための体制をつくる
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SDGsの達成に寄与することを目指す④



上述の項目のうち、「土地浸透」や「河川伏没」は、年毎の雨の増減に
より変化し、「市外からの地下水流入」は市外の実勢（降水や揚水）によ
り変化します。一方、「水田涵養」と「地下水揚水」は、安曇野市の人為
的な実態を反映するもので、今後、安曇野市の水環境を保全・強化してい
く上で、主体的に取り組める項目であるため特に重要です。

過去から現在における安曇野市の傾向は以下のとおりです（下図）。

■水田涵養量：昭和50年頃から平成10年頃の減反政策による

減少後、近年は横ばい傾向

■地下水揚水量：平成16年以降減少傾向
（松本盆地全体では平成6年以降減少傾向）

第２章 水環境の現況【P7～P60】

第３章 安曇野市が目指す将来像

（信州大学可視化研究成果から見える安曇野の地下水【P61～P66】）

水は、次世代からの

預かりもの

安曇野市の地下水は、「広大な松本盆地
への降水が浸透（土地浸透）」「河川を流
れる途中で浸透（河川伏没）」「農業用水
路網を介し水田に湛水されて浸透（水田涵
養）」等により育まれます（右図）。

安曇野市の地下水

河川伏没
0.79億m3/年

土地浸透
0.52億m3/年

水田涵養
0.79億m3/年

地下水揚水

0.34億m3/年

市外からの
地下水流入
4.08億m3/年

地下水湧出 5.84億m3/年

安曇野市には長期間観測されている井戸や湧き水があります。
井戸の地下水位は低下、湧き水の量は減少傾向ですが、近年10
年では横ばいとなる箇所も認められます（下図）。

アルプス地域地下水保
全対策協議会※1による松
本盆地の一斉測水（H27年
度）、安曇野市水資源対
策協議会による安曇野市
を対象とした一斉測水
（R２年度）が実施され
ました。これらと過去の
結果から昭和61年から平
成19年に減少していた地
下水賦存量は、平成19年
以降、令和２年にかけて
微増しています（右図）。

地下水解析（信州大学可視化研究※2 ）で地下水の流
れを可視化すると下図のとおりです。安曇野市の三川
合流部に集まる地下水（水色の線）は、盆地の上下流
の河川（大町市の高瀬川や松本市の梓川等）から流れ
てくることが分かります。

松本盆地の水田が現在より40%減った場合を「現在の延長線上にある将来（下
左図）」、年間300万m3/年の麦後湛水※3を実施した場合を「選択する未来（下右
図）」と称し、松本盆地の水位変化を予測しました。

水田減少は、安曇野市を含む盆地の地下水位を大きく低下させる一方、麦後
湛水の取組は確実に地下水位の上昇、即ち、水環境の保全・強化に繋がります。

※2 信州大学可視化研究：安曇野市の水環境の把握や理解及び本計画の施策検討や費用負担ルールの合意形成等に寄与するため、平成27年11月

～平成28年10月に信州大学により実施された研究です。本計画の実現性や実効性を担保する科学的裏付けとして活用されました。

※3 麦の刈り取り後の転作田に水を張る（湛水）ことで、地下水を涵養する取組。

安曇野市水環境行動計画（2022～2026）では「水田機能維持・地力増進推進事業」となっています。
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(Ｒ１安曇野市)

Ｒ１安曇野市用途

『現在の延長線上にある将来』の地下水状況 『選択する未来』の地下水状況

 

土土
地地
浸浸
透透 

河河
川川
伏伏
没没 

水水
田田
涵涵
養養 

安安曇曇野野市市  
ににおおけけるる  
涵涵養養形形態態 

難難透透水水  
      基基盤盤 

三三
川川
合合
流流
部部
にに
おお
けけ
るる
湧湧
きき
水水 

犀犀
川川
・・
高高
瀬瀬
川川 

地地
下下
水水
揚揚
水水 

三川合流部の水位低
下量は小さいですが、
上流域の水位が大きく
低下するため、湧出量
は約25％減少します

水位低下量が
最大5ｍ近くに
達し、井戸に揚
水障害が生じ
る可能性があ
ります

松本盆地東縁断
層より東に位置し
帯水層の厚さが
薄いため、影響
が生じにくい結果
となります

下流の地下水
位が下がること
も一因となり、
上流に位置する
大町市での水
位低下が顕著
です

麦後湛水が盛んな地
域（三郷）の地下水位
が0.10～0.15mほど
上昇する効果が得ら
れます

取組により三川合
流部の湧出量は
150万m3/年増加し
ます

松本盆地全景

朝日村

安曇野市

塩尻市

山形村

松本市

大町市

松川村
池田町

生坂村

筑北村

麻積村

１に安曇野市外（上流域）からの地下水流入
が合わさり、安曇野市の地下水となります。

そこから揚水された残りが三川合流部におい
て湧き水として多量に湧き出します。

その収支は平成26年時点で下図のとおりです。

地下水を育むもの１

安曇野市の水収支２

水田涵養量と地下水揚水量３

水田涵養量

地下水揚水量

長期的な地下水位と湧出量の変化５一斉測水による安曇野市の地下水賦存量（豊水期）の変化４

※1 アルプス地域地下水保全対策協議会:松本地域8市村と
北安曇地域3市町村及び長野県で構成された協議会です。

地下水の流れの可視化６

裏面に続きます

ふぞんりょう

むぎあとたんすい

梓川

高瀬川
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【穂高北】水位は低下傾向

【穂高】湧水量は減少から横ばい傾向

【豊科】湧水量は減少から微減傾向

安曇野市観測井(穂高北小学校)

安曇野市湧水観測所(豊科)

安曇野市湧水観測所(穂高)


